
貧

者

申

島

真

志

兒

麗

大
学
‐経‐‐
済
学
瑯
整

予
想
超
え
る
速
さ
で
実
現
に
向
か
う

デ
ヾン
タ
ル
通
貨
の
「本
命
」
を
見
極
め
る

仮
想
通
貨
バ
ブ
ル
の
渦
中
の
２
０
１
７

年
秋
に
出
版
さ
れ
た
前
作

『ア
フ
タ
ー
・

ビ
ツ
ト
コ
イ
ン
』
で
、
仮
想
通
貨
は

「夢

の
通
貨
」
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。
そ
の

年
末
に
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
価
格
が
暴
落
し
、

バ
ブ
ル
は
崩
壊
す
る
。
も
う

一
つ
指
摘
し

た
の
が
、ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
基
盤
技
術
「ブ

ロ
ツ
ク
チ
エ
ー
ン
」
の
応
用
可
能
性
だ
。

果
た
し
て
今
、
世
界
各
国
の
中
央
銀
行
、

民
間
銀
行
、
企
業
が
、
三
つ
ど
も
え
で
ブ

ロ
ツ
ク
チ
エ
ー
ン
を
使
っ
た
デ
ジ
タ
ル
通

貨
の
開
発
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
前

作
か
ら
２
年
半
を
経
て
上
梓
し
た
第
２
弾

は
次
代
の
通
貨
の
本
命
を
見
極
め
る
こ
と

と
、
予
想
を
超
え
る
速
さ
で
動
く
世
界
の

実
情
を
日
本
に
伝
え
る
狙
い
が
あ
る
。

「中
央
銀
行
が
発
行
す
る
デ
ジ
タ
ル
通
貨

な
ん
て
当
分
先
と
考
え
て
い
る
人
が
多

い
。
で
も
、
現
実
は
中
国
が

ルデ

ン゙
タ
ル

人
民
元
ク
の
発
行
を
目
前
に
控
え
る
な
ど

事
態
は
切
迫
し
て
い
ま
す
」

一

『ア
フ
タ
ー
・ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
２

仮
想
通
貨
ｖｓ
中
央
銀
行
』

乗
り
遅
れ
て
は
い
け
な
い
の
か
。

「紙
幣
を
刷
り
、
全
国
に
運
び
、
両
替
す

る
と
い
っ
た

ク現
金
を
扱
う
コ
ス
ト
ク
は

年
間
７
兆
円
に
上
る
と
の
試
算
も
あ
り
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
一
つ
で
何
で
も
で

き
る
時
代
に
、
お
カ
ネ
だ
け
は
リ
ア
ル
と

い
う

妥
ア
ン゙
タ
ル
と
の
不
整
合
″
は
国
民

経
済
的
に
大
き
な
ロ
ス
を
生
み
ま
す
」

デ
ジ
タ
ル
通
貨
が
基
本
的
な
社
会
イ
ン

フ
ラ
に
な
る．．
可
能
性
も
挙
げ
る
。

「決
済
や
電
子
商
取
引
の
新
サ
ー
ビ
ス
が

乗
る
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
で
、
世
界
標
準
を

中
国
に
取
ら
れ
た
ら
大
変
だ
と
い
う
強
い

危
機
感
を
欧
米
の
当
局
は
持

っ
て
い
ま

す
。　
一
方
、
そ
こ
ま
で
の
認
識
が
な
い
日

本
は
、
ま
ず
海
外
が
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い

る
の
か
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
」　
　
　
　
・・

本
書
の
第
Ｉ
部
で
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
が
計
画
し
た
新
通
貨

「リ
ブ
ラ
」
の
挫

折
を
通
じ
て
民
間
発
行
通
貨
の
限
界
を
示

し
た
。
第
Ⅱ
部
で
は
再
び
仮
想
通
貨
に
目

を
向
け
、
金
融
取
引
を
可
能
に
す
る
安
定

性
獲
得
の
難
し
さ
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て

最
終
の
第
Ⅲ
部
で
は
本
題
の

「中
央
銀
行

デ
ジ
タ
ル
通
貨
」
の
旦曇
肥
林
に
切
り
込
む
。

「決
済
の
最
終
手
段
と
し
て
使
え
る

ク強

制
通
用
カ
ク
と
譲
渡
が
繰
り
返
さ
れ
て
広

が
る

ク転
々
流
通
性
ク
を
備
え
た
デ
ジ
タ

ル
通
貨
の
発
行
は
中
銀
の
仕
事
。
そ
れ
が

本
来
あ
る
べ
き
姿
で
し
ょ
う
」

中
銀
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
リ
ブ
ラ
や
仮
想

通
貨
の
対
極
に
置
い
て
み
せ
た
の
は
、
デ

ジ
タ
ル
通
貨
の

ク真
打
ち
″
に
な
る
と
い

う
見
立
て
か
ら
だ
。

「中
銀
が
発
行
す
る
メ
リ
ッ
ト
は

ク信
頼

性
″
に
あ
り
ま
す
。
歴
史
を
振
り
返
る
と

民
間
発
行
の
通
貨
は
ど
れ
も
２０
～
３０
年
で

消
え
て
い
ま
す
。
そ
の
失
敗
に
学
び
、
統

一
さ
れ
た
通
貨
を
発
行
す
る
公
的
機
関
と

し
て
中
央
銀
行
を
生
み
出
し
た
の
は
、
人

類
の
知
恵
で
し
た
」

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
舞
台
で
は
、

民
間
に
は
未
来
が
な
い
の
か
。

「通
貨
の
基
盤
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
の
よ
う
な
技
術
と
、
そ
の
上
で
動
く
決

済
や
売
買
の
新
し
い
仕
組
み
の
創
出
は
中

銀
の
苦
手
な
分
野
。
そ
ん
な
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
こ
そ
民
間
の
出
番
に
な
る
は
ず
で

す
」
　

（聞
き
手
＝
大
堀
達
也

・
編
集
部
）
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「読書日記」は月に1度、著者インタビューになります。
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